
様式第一号

法人名　　社会医療法人三佼会　　　　　　　　　　　　

所在地　　長崎県諫早市久山１５７５－１　　　　　　　

（単位：千円）

 １ 有 形 固 定 資 産

 ２ 無 形 固 定 資 産

その他の無形固定資産

 ３ そ の 他 の 資 産 Ⅰ　積　　立　　金

　　 設 立 等 積 立 金

　　 繰越利益積立金

Ⅱ　評価・換算差額等

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

※医療法人整理番号

貸 借 対 照 表

（令和　６年　３月３１日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部

事 業 未 収 金 466,130

買 掛 金 15,413

短 期 借 入 金 801,184

Ⅰ　流　動　資　産 1,347,994 Ⅰ　流　動　負　債 1,089,879

現 金 及 び 預 金 833,166

未 払 法 人 税 等 2,405

未 払 消 費 税 等 6,165

そ の 他 の 流 動 資 産 908

Ⅱ　固　定　資　産 1,333,626

た な 卸 資 産 25,229 未 払 金 55,908

未 払 費 用 84,150前 払 費 用 22,558

建 物 1,065,735 97,176

構 築 物 21,822

賞 与 引 当 金

－そ の 他 の 流 動 負 債

1,212,530 預 り 金 27,474

土 地 77,877

退 職 給 付 引 当 金 278,093

1,105,366

車 両 及 び 船 舶 169

長 期 借 入 金 827,273

医 療 用 器 械 備 品 21,105

そ の 他 の 器 械 備 品 25,821

Ⅱ　固　定　負　債

借 地 権 1,855 負　債　合　計 2,195,245

ソ フ ト ウ ェ ア 7,773 純 資 産 の 部

486,374

904,445

2,625 科　　　目 金　　　額

108,841

設 立 等 積 立 金

－

486,374

建 設 仮 勘 定 －

純 資 産 合 計

資　産　合　計 2,681,620 負債・純資産合計 2,681,620

繰 延 税 金 資 産 －

そ の 他 の 固 定 資 産 17,224

保 険 積 立 金 86,017

長 期 前 払 費 用 2,599 △ 418,071

長 期 貸 付 金 3,000

繰 越 利 益 積 立 金

12,254



様式第二号

法人名　　社会医療法人三佼会　　　　　　　　　　　　

所在地　　長崎県諫早市久山１５７５－１　　　　　　　

（単位：千円）

Ⅰ　事　業　損　益

Ａ　本来業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

Ｂ　附帯業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

Ⅱ　事 業 外 収 益

Ⅲ　事 業 外 費 用

Ⅳ　特　別　利　益

Ⅴ　特　別　損　失

※医療法人整理番号

損 益 計 算 書

（自　令和　５年　４月　１日　　至　令和　６年　３月３１日）

科　　　　　　　　　　目 金　　　　　　額

2,791,654

本 来 業 務 事 業 利 益 44,079

2,835,734

45,468

40,718

事 業 利 益 48,829

附 帯 業 務 事 業 利 益 4,749

その他の事業外費用 2,400 13,603

受 取 利 息 18

その他の事業外収益 4,984 5,003

支 払 利 息 11,203

固 定 資 産 売 却 損 －

経 常 利 益 40,228

固 定 資 産 売 却 益 －

そ の 他 の 特 別 利 益 － －

そ の 他 の 特 別 損 失 215 215

税 引 前 当 期 純 利 益 40,013

当 期 純 利 益 37,607

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 2,405

法 人 税 等 調 整 額 － 2,405



重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記 

 

 

１ 継続事業の前提に関する事項 

該当事項はありません。 

 

 

２ 資産の評価基準及び評価方法 

たな卸資産の評価基準及び評価方法 

最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）によっております。 

 

３ 固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

定率法（ただし、平成 10年 4月 1日以降に取得した建物（附属設備を除く）

及び平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備並び構築物については、

定額法）によっております。 

（２）無形固定資産 

定額法によっております。 

 

４ 引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については前々会計年度末

の負債総額が 200 億円未満であることから法人税法（昭和 40 年法律第 34 号）

における貸倒引当金の繰入限度相当額により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上しております。 

（２）賞与引当金 

職員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当会計年度負

担額を計上しております。 

（３）退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務に基づき、

当会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、

当医療法人は、前々会計年度末の負債総額が 200億円未満であることから、簡

便法による期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法によっておりま

す。 

 



 

５ 消費税及び地方消費税の会計処理の方法 

税込方式を採用しております。なお、控除対象外消費税等については発生会計 

年度の費用としております。 

 

６ その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項 

（１）補助金等の会計処理 

   固定資産を購入する目的で受取った補助金等については、交付決定があった会    

  計年度に一括して収益として計上しております。 

（２）リース取引の処理方法 

リース取引開始日が、前々会計年度末の負債総額が 200億円未満である会計年

度の所有権移転外ファイナンス・リース取引については賃貸借処理によっており

ます。 

 

７ 重要な会計方針を変更した旨等 

 該当事項はありません。 

 

８ 資産及び負債のうち収益業務に関する事項・収益業務からの繰入金の状況に関す

る事項 

当医療法人は、収益業務を行っていないため該当事項はありません。 

 

９ 担保に供されている資産に関する事項 

（１）担保に供している資産 

建 物 1,065,735 千円 

 計 1,065,735 千円 

（２）担保に係る債務 

短期借入金 801,184 千円 

長期借入金 527,273 千円 

 計 1,328,457 千円 

 

１０ 法第５１条第１項に規定する関係事業者に関する事項 

該当事項はありません。 

 

１１ 重要な偶発債務に関する事項 

該当事項はありません。 

 



 

１２ 重要な後発事象に関する事項 

該当事項はありません。 

 

１３ その他医療法人の財政状態又は損益の状況を明らかにするために必要な事項 

（１）基本財産の増減の内容及び金額 

（単位：千円） 

貸借対照表の

科目 

前会計年度末

残高 

当該会計年度

の増加額 

当該会計年度

の減少額 

当該会計年度

末残高 

建 物 909,471 － 42,559 866,912 

土 地 77,877 － － 77,877 

合 計 987,349 － 42,559  944,790 

 

（２）ファイナンス・リース取引のリース料総額及び未経過リース料の当期末残高 

（単位：千円） 

資産の種類 リース料総額 未経過リース料 

当期末残高 

医療用器械備品 285,521 145,907 

その他の器械備品 196,504 119,058 

車両及び船舶 10,155 5,391 

合 計 492,181 270,357 

 

（３）資産から直接控除した貸倒引当金 

（単位：千円） 

科目 債権金額 貸倒引当金 当該債権の 

当期末残高 

事業未収金 479,852 13,721 466,130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）補助金等の内訳並びに交付者、貸借対照表等への影響額 

 内訳 交付者 

損益計算書 

影響額 

（単位：千円） 

貸借対照表 

影響額 

（単位：千円） 

1 

諫早市救急医療輪番制病

院運営費補助金 諫早市 4,203   － 

2 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症医療

体制等緊急整備事業補助

金 

長崎県 11,320  2,896 

3 

医療機関等物価高騰緊急

支援事業支援金 長崎県 5,167 - 

4 その他    468          - 

       

  合計 

        

21,158 

       

     2,896 

 

（５）有形固定資産の減価償却累計額 3,249,295千円 

 

（６）千円単位の記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 


